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全国の若手福祉人材の採用・育成を支援する一般社団法人 FACE to FUKUSHI（所在地：大阪府大阪市、代表

理事・河内崇典／大原裕介）は、2015 年８月１日(土)・２日(日)に、日本財団（東京都港区）において、

「FUKUSHI しごと市」を開催します。福祉分野の人材育成について考える「福祉人材確保戦略フォーラム」と、全国の団体を

集めた学生向けの「全国 FUKUSHI 就職フェア」の２日間です。全国各地で、地域福祉を支えていく担い手を募集します。 

 

FACE to FUKUSHI は、2009 年に発足し、若手の福祉従事者をつなぐイベントを全国各地で開催。毎年 1000 人以

上が参加しています。また、若手の福祉従事者に対してアンケート調査を実施し、福祉に関わる人の仕事観や課題などを調べて

います。今回の「FUKUSHI しごと市」は、2 日間で 500名の方が集い、全国から 30 の福祉団体が出展するイベントです。 

 

主 催 一般社団法人 FACE to FUKUSHI  

助 成 公益財団法人日本財団 

後 援     社会福祉法人東京都社会福祉協議会、日本社会福祉士養成校協会、日本精神保健福祉士養成校協会、 

日本介護福祉士養成施設協会（申請中） 

 

   

これからの地域×福祉を支える担い手を募集！ 

～福祉の仕事の未来を創る「FUKUSHI しごと市」開催のお知らせ～ 

【1 日目・開催概要】 

福祉人材確保戦略フォーラム 

 

 日 時 2015 年８月 1日(土)13:00-19:00 

 会 場 日本財団(東京都港区赤坂１−２−２) 

 定 員 2０0 名(事前予約制、先着順) 

 対 象 ○行政、社会福祉協議会の人材担当者、

福祉法人の経営者・人事担当者等で、福祉人材確保

に関して興味関心のある方 

 ○取り組みに関心をお持ち頂ける企業・団

体・報道関係者 

 参加費  2000 円(懇親会は＋2000 円) 

  WEB  http://f2f.or.jp/forum2015/ 

 

【プログラム（予定）】 

 13:00-13:10 オープニング 

 13:10-14:40 基調対談 

 14:50-15:40 厚生労働省政策動向の発表 

 15:50-17:10 トークセッション 

 17:10-17:25 クロージングセッション 

 17:45-19:00 意見交換会（懇親会） 

【2 日目・開催概要】 

全国 FUKUSHI就職フェア 

 

 日 時 2015 年８月 2日(日)13:00-18:00   

 会 場 日本財団(東京都港区赤坂１−２−２ ) 

 定 員 3０0 名(事前予約制、先着順) 

 対 象 ○2015 年度卒業予定の大学生、専門学

校生（卒業年度を問わず、福祉業界に興味を持つ学

生は参加可能） 

○取り組みに関心をお持ち頂ける大学・企

業・団体・報道関係者 

 参加費  無料 

 WEB  http://f2f.or.jp/fair2015/ 

 
【プログラム（予定）】 

 13:00-13:40 オープニングトーク 

 13:45-17:00 ブース型会社説明会 

  ※15:00-15:45 求職者向けセミナー 

 17:10-18:00 FUKUSHI 大交流会 

http://f2f.or.jp/fair2015/
http://f2f.or.jp/fair2015/
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福祉業界における課題と、FACE to FUKUSHI の取り組み 

他の先進諸国に例をみないスピードで少子高齢化が進んでいる日本では、現在の高齢者人口は 3190 万人（平成 26

年版高齢社会白書）。また、日本には、741 万人の障がいを持つ方が暮らしており、国民の 6％が何らかの障がいを有し

ています（平成 25 年版障害者白書）。各地域で高齢化率が高まり、若者が都市に流出する中で、暮らしを支える福祉

を担う人材が、足りなくなってきています。2025 年には 33 万人の介護職員が不足することを、厚生労働省も発表していま

す。 

 

そのような中で、FACE to FUKUSHI では、誰もが当たり前に生きることのできる社会を実現するために、将来を担う

若者の発掘・採用・育成の支援に取り組んでいます。全国各地の魅力的な取り組み・事業所を発掘し、福祉の仕

事のクリエイティブさを若者へ発信。学生に向けた就職のマッチングフェアを実施し、各地の事業所の人材の確保をサ

ポートしています。 

地域福祉を支える先進的な取り組みが、各地で行われています 

 

 

 

自然を活かして、六次産業化にチャレンジ 

(社会福祉法人 八ヶ岳名水会／山梨県北杜市) 

平成 4 年の設立以来、障がいを持っている人たちの支援を実施。玉ね

ぎ・とうもろこし・じゃがいも・人参・大豆など季節の有機野菜や、お米や

小麦を栽培し、生産・加工・販売を一貫して行う六次産業化に取り組

んでいる。地元の農家さんの畑を借りるなど、地域の人たちとも密接につ

ながった取り組みを行う。 

消滅可能性都市で、福祉がまちの一大産業に 

(社会福祉法人 ゆうゆう／北海道石狩郡当別町) 

平成 17 年に法人化。障がいを持つ子どもからお年寄り、家族まで幅広

いニーズに対応し、障がい者や地域の人が一緒に働くレストランや共生

型コミュニティ農園などを展開。約 17000 人が暮らす当別町内で、まち

で 1 番の産業となりつつあり、モデル事例として視察も多く訪れる。 

地域のお母さんと、伝統の味を受け継ぐ産品加工 

(特定非営利活動法人 楽笑／愛知県蒲郡市三谷町) 

平成 19 年に設立。漁師町である三谷の伝統を活かし、地元でとれた

魚から干物の製造・販売や、パン作りに取り組んでいる。障がいを持つ

人だけでなく、地域の人たちの雇用づくりにも貢献するべく、地域のお母

さんたちも共に働く場となっている。 
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 □ご出席（来場予定時間／   日    ：    ） ・ □ご欠席 

ご芳名 
 

ご所属 
 

参加人数 
 

ご連絡先 
TEL/        -         -                    MAIL/        

 

誠に恐縮ではございますが、必要事項をご記入の上、  

７月24日（金）までにご返送くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

参加申込票 

FAX：06－4799－0107 

「FUKUSHI しごと市」 

8月 1日：「福祉人材確保戦略フォーラム」 

13:00-19:00 

8 月２日：「全国 FUKUSHI 就職フェア」 

13:00-18:00 

 

会場：日本財団(東京都港区赤坂１−２−２) 


